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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：ミトコンドリア。アセチルCoAカルボキシラーゼ（ACC）は、複雑で多機能な酵素系です。ACCはビオチン含有酵素であり、脂肪酸合成における律速段階であるアセチルCoAからマロニルCoAへのカルボキシル化を触媒します。ACC-βは、マロニルCoAがミトコンドリアによる脂肪酸の取り込みと酸化における律速段階であるカルニチン-パルミトイルCoAトランスフェラーゼIを阻害する能力を介して、脂肪酸の酸化を制御していると考えられています。ACC-βは、脂肪酸の生合成よりもむしろ脂肪酸の酸化の制御に関与している可能性があります。2つのACC-βアイソフォームの存在を示す証拠があります。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	PC-12全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をアセチルコエンザイムAカルボキシラーゼβウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

